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ようお勧めします。
　この様に細胞診を行い，異常を認めた場合更
に，必要に応じて，コルポスコープと云う特殊
な実体顕微鏡を用いて子宮口の部分を拡大して
観察したり，変化のある部分の組織を切りとっ
て，詳しい顕微鏡的検査を行い，最終的なガン
の診断を行います。月経中や，炎症などがある
場合は，検査の結果が不正確になる場合があり
ますから，日を改めて受診されることも大切で
す。
9．その他，子宮頚ガンについて知っておいて
　頂きたいこと
　一般に子宮頚ガン’は子宮口の粘膜上に最も発
生しやすいので，容易に，早期に発見される可
能性をもっています。あなたがたの中に，子宮
口のビランを指摘されている人があると思いま
すが，このビランは大部分が良性のビランで，
子宮の内側の細胞が子宮口の外側にまではみ出
してきた状態で，細胞診を行っても悪性所見は
なく，ガンとの関係はみとめられませんので検
診を受けている限り心配はいりません。
　子宮頚ガンになった人についてよく調べてみ
ると，性生活を開始した年令が若い人（例えば
10代で結婚した人），妊娠や分娩回数の多い人，
不潔な性生活を行っていた人（性生活にルーズ
であったり，夫が包茎であるなど，お互いに生
器の清潔に心掛けのない人）などに多く発生す
る傾向を示していますので，この様は人は特に
気をづける必要があります。
4－4．子宮体ガンについて
　いままでは，日本婦人の子宮ガンの大部分を
占める子宮頚ガンについてお話しましたが，子
宮の体部（奥の方）に出来る体ガンについて少
しふれてみたいと思います。体ガンは，もとも
と欧米白人女性に多く発生していましたが，最
近日本op経済的及び社会的生活様式が欧米型に
なるのに伴い，その発生がふえつつあります。
　子宮体部ガンになった人をよく調べてみると，
頚ガンとは逆に，未婚あるいは妊娠回数の少な
い人がなりやすく，高血圧や糖尿病，肥満など
を伴っている場合が非常に多いのが特徴です。
女性ホルモンの中で，卵胞ホルモンの長期連用
も，このガンの発展と関係があるとされていま
す。発症年令は，50才代，60才代が多く，一旦
閉経したのに月経の様な出血がある場合は，是
非検査を受けられることをすすめますが，頚ガ
ンの様に直接目で見ることが出来ませんので，
発見はやや困難ですが，治療を行った場合は，
頚ガンより治癒率が高いのが救いです。
4－5．おわりに
　子宮ガンは，他の場所に出来たガンと比較し
て早期発見が容易であり，治癒率が高いのが特
徴です。従って，年々この病気で死亡する人の
数は減少しています。あなたがたの自発的な検
査を受ける意志により，子宮ガンで死亡する人
がなくなる日も遠くありません。
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